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小美玉市選挙管理委員の改選

新しい選挙管理委員が決まりました

教育委員を任命しました

任期満了による小美玉市選挙管理委員の改選

に伴い、 新しい委員が次のとおり決まりました。

教育委員の任期満了に伴い、 以下の方を任命

しました。

山口　和弘 （下玉里 ・ 写真中央）　再任

小仁所　浩 （与沢 ・ 写真左）　新任

問い合わせ　小美玉市選挙管理委員会　☎ 0299-48-1111（内線 1274 ・1275）

問い合わせ　教育委員会事務局 （教育企画課）　☎ 0299-48-1111 （内線 2212）

■選挙管理委員の役割

選挙管理委員は、 選挙が公正かつ厳正に行われているか管理することが主な仕事です。 小美玉市長選挙や市

議会議員選挙をはじめ、 衆議院や参議院の国政選挙、 茨城県知事選挙や県議会議員選挙など、 小美玉市が

執行するすべての選挙を管理しています。 また、 選挙のとき以外にも、 市民の皆さまの政治意識を高めるため

の啓発活動などを行っています。

■教育委員とは

教育委員会は首長から独立した行政委員会で、 本

市では教育長１人、 教育委員５人で構成し、 教育行

政の基本方針や重要事項を審議 ・ 決定します。 委

員は教育 ・ 学術 ・ 文化に対して見識を有する人の

中から選ばれ、 議会の同意を得て市長から任命さ

れます。

委員長 篠原　成美

委員長職務代理者 谷島　和

委員 大山　進

委員 福田　ゆかり

補充員 伊野　美也

補充員 菊地　稔

補充員 青葉　宏一

補充員 川﨑　明祐

（任期 ： 令和４年６月２０日～令和８年６月１９日）

左から福田委員、 大山委員、 谷島委員、 篠原委員長
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紹介します！わたしの学校 特色を生かした教育活動

21

1　オンラインによる学級懇談会　　2　第７６回入学式　　3　改修工事終了後の体育館と外トイレ

3

問い合わせ　教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2231）

竹原小は、明治６年に創立した歴史ある学校で

す。７年前に校舎が新しくなり、今年は体育館も改

修されてきれいになりました。昨年度から授業や

家庭学習で一人一台のタブレット端末を利用し

て、絵を描いたり、写真を撮ったりしています。みん

なの考えを端末を通して知ることができ、勉強が

楽しく、おもしろくなりました。コロナ禍が続いてい

ますが、みんなで集まってできる運動会、社会科

校外学習などの学校行事を楽しみにしています。

一人一台のタブレット端末を活用し、対話的な学

びやＳＤＧｓの教育活動を推進しています。特に、

全校児童187名の小規模校の特色を生かし、田

植えや稲刈り、ふれあい集会など、学年を越えた

縦割り班での活動が充実するよう、取り組みを

進めています。

また、保幼小中の連携を深め、同じ校舎内のよ

つば幼稚園との合同運動会や交流学習の充実

に引き続き努めていきます。

竹原小学校

6 年

中島　しずく さん

学校紹介

竹原小学校

竹原小学校

福田　浩一 教務主任

学校教育目標 ：

自ら学び自ら考え　心豊かに人と関わることの

できる　たくましい児童の育成

税込価格畳は最高の床材です！

畳表替 　3,800円～

大サイズ

　2,300円アミ戸張替
厚口紙 大サイズ

　2,500円障子張替

　2,750円～襖貼替

私がお伺い
します

☎0299(26)0669
石岡市旭台 1-15-1

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消登録
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鹿嶋神社　獅子鼻下絵
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